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台湾原住民の民族自然誌
2009 年 4 月 25 日

台湾には「原住民」と総称される、また自称する人々が住んでいる。彼らが話す言語はオーストロネ

シア諸語に属し、幾度かにわたって東南アジアの大陸部から海伝いに、あるいは大陸南部から直接台湾

島へ移動してきたと考えられている。言語・文化ともに多様であるが、民族自然誌的な視点による研究

はあまり注目を浴びてこなかった。そこで本例会では、東アジアでも東南アジアでもない台湾の地理的

特殊性、そして日本文化の基層およびオーストロネシア語族の起源や移動を解明する上での台湾原住民

の重要性、これらを原住民の民族自然誌を通して再認識・再確認することを目的とし、現地調査の経験

が豊富なお三人方にご発表いただいた。司会・進行は筆者が務めた。

まず、台湾原住民と動物との関係という視点から、蛸島直氏（愛知学院大学文学部）が「台湾原住民

プユマの謎の動物たち」という題で講演された。台湾原住民族の概要の紹介後、研究対象としているプ

ユマの動物観念、不思議な伝承、そして謎の動物ラクーについて発表があり、ラクー像の成立過程やプ

ユマの動物観の成り立ちには、「動物にはみな二種類ある」、「重層的な知識」、「身近な観察に基づくも

のからの伝聞や想像」、「見たかのように語りがち」が関与していると論じられた。プユマ以外の原住民

にも想像上の動物はいるか、という質問から、日本の河童や鵺、ケンムンなどに議論が広がり、人と動

物との関係について広く議論がなされた。

次に、台湾原住民と植物との関係という視点から、竹井恵美子氏（大阪学院大学流通科学部）が「台

湾独自の小穀類タイワンアブラススキの民族植物学」という題で講演された。タイワンアブラススキは

台湾で独自に栽培化された作物である可能性が高く、過去にはタイヤル、ブヌン、ツォウ、ルカイ、パ

イワンの各民族に栽培歴があること、そして現在も南投県、屏東県の一部で栽培が続けられていること

が、現地調査・標本調査・文献調査で明らかになった。植物学的な記載・認識の混乱から、過去の日本

人の記録で「ヒエ」と書かれたものに対し、タイワンアブラススキであった可能性を疑ってみる必要性

が提言された。タイワンアブラススキの野生種、あるいは野生種と栽培種にどのような違いがあるのか、

という質問に対し、現在のところまだ明らかにはされていないが、アブラススキが野生種として有力で

あり、「粒が大きい」、「脱粒性がない」、「茎が太くなる」などが野生種との違いである、と回答された。

最後に、台湾原住民からみた原住民と植物との将来の関係という視点から、ルカイの林麗英氏（総合

研究大学院大学）が「台湾原住民の栽培作物の商品化―パイワンの事例を中心にして」という題で講演

された。アワの利用方法（チマキや酒）や農耕風景を写真で紹介し、アワの商品化に関するパイワンの

事例として、パイワンの人びとはアワの商品開発を組織的におこない、栽培から商品開発、販売まで自

主的におこなっている、と発表された。質疑応答では、伝統文化を復興させるとき、それは現在の人び
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との知識に基づくのか、それとも過去の資料等を参考にするのか、そしてこのようなプロジェクトは原

住民のみで発展していくのか、それとも漢族と協力し合うのか、などが議論された。

3人の発表を受けて、阪本寧男氏（京都大学名誉教授）よりコメントをいただいた。タイワンアブラス

スキは 20 世紀初頭にすでに発見されているにもかかわらず、日本人研究者から見過ごされ、長い間他

の植物と誤認されてきたのは、民族自然誌的な視点で台湾原住民があまり研究されてこなかったことに

起因する、と指摘された。日本文化の基層やオーストロネシア語族の起源・移動を考察する上で台湾原

住民は鍵となるため、今後台湾原住民に対する民族自然誌的研究のますますの発展が望まれる。

山本宗立（京都大学大学院農学研究科）


